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細胞では，本来であれば同時に発現する事のないType Ⅰ・Type Ⅱ collagen
の発現が見られた．この骨化様式は通常の生理的状態では生じることは無く,
第3の骨化すなわち類軟骨性骨化と呼ばれている.牽引ストレスによる骨延長を
行った際に生じると報告されている．今回の変形修復のメカニズムとして類軟
骨性骨化が生じた可能性もある. 
以上の事から，発育期すべり症の椎体変形は機械的ストレス軽減により修復
が可能であり,その修復メカニズムとしては内軟骨性骨化の分化障害改善のみ
ならず，類軟骨性骨化と呼ばれる骨化様式の関与が示唆された． 
 
 
 


